
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グローバル化（中学・公民） 

【問１】 

 

【問２】 

 

【問３】 

 

【問４】 

 

【考えてみよう】 

（         ）中学校（ ）年（ ）組 
 氏名（               ） 

 
２０２５年１０月２日付１３面 

 ＊習っていない漢字のよみがなや難しい用字用語の解説 

南薩（なん・さつ）    振興局（しん・こう・きょく） 状態。  意見交換（い・けん・こう・かん） 懇話会（こん・わ・かい） 

人材（じん・ざい）＝才能があって、役に立つ人物。 実施（じっ・し）  委託（い・たく）＝仕事などを人や組織・団体など 

定着（てい・ちゃく）＝物や場所にしっかり着いて離れないこと。新た 頼んで任せること。 

な状況がしっかり根を下ろすこと。 同僚（どう・りょう）＝職場、または地位・役目などが同じ人のこと。 

養鶏場（よう・けい・じょう）＝卵や肉をとるためにニワトリを飼う場所。  

高齢化（こう・れい・か）＝人口に対して、高齢者の割合が高くなる  

 



【問１】 見出しの空欄に入る語句を次のア～ウから一つ選びましょう。     （      ） 
 ア インバウンド効果期待    イ 国際交流拠点を    ウ 外国人材定着を 

 
【問２】 南薩地区の技能実習生は，どのようなところで働きながら実習をしていますか。代表的な職場を二つ

答えましょう。    
（           ）  （            ） 

        
【問３】 県内で最も技能実習生の数が多い南薩地区で，技能実習生が労働力の担い手として期待される理由を

記事中の語句を使って答えましょう。 
（                                 ） 

                   
【問４】 日本語講座が地元住民と交流するカリキュラムになっている理由を次のア～ウから一つ選びましょう。 
                                       （     ）                                                  

ア 日本語講座を観光事業につなげ，地域を活性化したいから 
イ 職場の同僚だけでなく，他の職場で働く外国人や地域住民とつながりをもってほしいから 
ウ 日本のごみ出しのマナーや交通ルールなどを習得してほしいから 

                                              
【調べてみよう】 あなたの暮らす市町村で実施されている，外国人と地元住民の交流について調べてみよう。  
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